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は
じ
め
に

松
代
藩
十
万
石
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
（
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉
〜
文

化
一
二
年
〈
一
八
一
五
〉
七
六
歳
。
俳
号
菊
貫
・
白
日
庵
他
。
以
下
俳
号
に

よ
り
菊
貫
と
記
す
）
は
、
漢
籍
、
和
歌
、
俳
諧
、
紀
行
、
書
画
に
分
類
さ
れ

る
膨
大
な
文
芸
資
料
を
残
し
て
い
る
。
中
で
も
、『
菊
の
分
根
』
ま
た
は
『
菊

畠
』
と
名
付
け
ら
れ
た
一
七
〇
点
を
超
え
る
点
取
俳
諧
資
料
は
、
九
百
巻
九

万
句
に
及
ぶ
。
明
和
九
年
（
安
永
元
年
）（
一
七
七
二
）
の
『
菊
の
分
根
』

一
冊
一
六
巻
か
ら
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
中
の
『
菊
は
た
け
』
四
冊

二
一
巻
ま
で
の
も
の
が
現
存
し
、
平
均
す
れ
ば
、
年
に
二
〇
回
以
上
の
点
取

俳
諧
を
興
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
点
者
に
は
江
戸
座
の
俳
諧
宗
匠
の
ほ

か
、
文
化
年
間
に
は
雪
中
庵
完
来
な
ど
雪
中
庵
系
俳
人
も
加
わ
り
、
点
者
が

百
韻
に
つ
き
百
名
に
の
ぼ
る
巻
も
あ
る
。
な
お
、
菊
貫
は
、
明
和
・
安
永
期

こ
ろ
、
高
太
初
や
大
島
蓼
太
に
も
師
事
し
て
お
り
、
蓼
太
が
裏
書
を
し
た
文

台
が
、
松
代
文
化
施
設
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物
館
）
に
伝
来
す
る

（
1
）

。

そ
の
治
世
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
、
一
三
歳
）
か
ら
、
寛
政
十
年
（
一

七
九
八
、
五
九
歳
）
ま
で
の
四
六
年
間
に
及
ぶ
。
藩
主
の
座
に
つ
い
て
す
ぐ

に
恩
田
木
工
民
親
を
勝
手
方
家
老
に
登
用
、
恩
田
木
工
は
、
役
人
の
不
正
を

正
し
、
倹
約
に
努
め
、
藩
政
を
刷
新
し
た（
宝
暦
改
革
）と
言
わ
れ
て
い
る
。

菊
貫
は
、
儒
学
者
菊
池
南
陽
を
松
代
に
招
聘
し
、
藩
士
の
教
育
活
動
に
力
を

入
れ
た
。
ま
た
、
和
歌
を
賀
茂
真
淵
に
学
び
、
真
淵
の
弟
子
大
村
光
枝
を
京

都
か
ら
松
代
に
招
い
て
い
る
。真
田
昌
幸
・
信
幸
・
幸
村
以
来「
武
の
真
田
」

と
し
て
名
を
馳
せ
た
真
田
家
で
あ
る
が
、
菊
貫
の
事
績
は
「
文
の
真
田
」
と

し
て
も
面
目
躍
如
た
る
も
の
で
あ
る
。

菊
貫
の
文
芸
資
料
に
つ
い
て
は
、
早
く
福
井
久
蔵
に
よ
っ
て
、「
一
巻
に

収
む
る
も
の
の
み
に
て
も
そ
の
数
す
く
な
か
ら
ず
、
そ
の
全
部
に
於
て
は
甚

大
の
数
に
上
る
」
こ
と
、
ま
た
、「
当
時
名
た
ゝ
る
俳
師
」「
諸
侯
」
が
一
座

し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
諸
大
名
の
学
問
と
文
芸
』
昭
和
一

二
年
五
月
、
厚
生
閣
）。
本
格
的
な
紹
介
と
し
て
は
、
俳
諧
紀
行
を
翻
刻
し

た
玉
城
司
・
伊
藤
善
隆
の
「
翻
刻

菊
貫
著
『
旅
つ
ゞ
ら
』」（『
研
究
と
評

論
』
５６
号

平
成
一
一
年
六
月
）、「
翻
刻

青
葉
陰
」『
研
究
と
評
論
』
５９

号

平
成
一
二
年
一
一
月
）が
あ
る
。そ
の
後
井
上
敏
幸
・
西
田
耕
三
ら
が
、

平
成
一
七
年
か
ら
科
学
研
究
〈
基
盤
研
究
Ｂ
〉「
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真

田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
諸
芸
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
研

究
番
号17320040

研
究
代
表
者
井
上
敏
幸
〉
を
実
施
し
、
菊
貫
の
年
賀

集
を
雑
誌
『
松
代
』
１７
号
（
平
成
一
五
年
三
月
）
〜
２１
号
（
平
成
一
九
年
三

月
）
に
五
年
間
継
続
し
て
掲
載
し
た

（
2
）

。
な
お
、
井
上
ら
の
科
学
研
究
の
成
果

は
『
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
諸

芸
に
関
す
る
研
究

論
文
編
・
資
料
編

第
一
部
』（
平
成
二
十
年
三
月
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
筆
者
ら
は
点
取
俳
諧
資
料
を
調

査
・
研
究
の
対
象
と
し
て
、
同
時
代
の
真
田
家
文
書
『
御
側
御
納
戸
日
記
』

等
と
の
連
関
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、新
た
に
科
学
研
究
〈
基
盤
研
究
Ｃ
〉「
真

田
文
書
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
及
び
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
点
取
俳

諧
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
研
究
番
号22520252

研
究
代
表
者
玉
城
司
）

を
開
始
し
た
。

本
稿
は
、
そ
の
端
緒
と
し
て
、
松
代
文
化
施
設
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物

館
）
収
蔵
の
『
菊
畠
』
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。
目
録
番
号
４
／
１
／
１

の
『
菊
畠
』（
四
冊
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
〇
）
〜
三
年
（
一
八
〇
二
）
に

巻
か
れ
た
二
七
巻
二
七
〇
〇
句
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
こ
こ
に
第
一
冊
九

〇
〇
韻
の
う
ち
第
五
ま
で
を
翻
刻
す
る
。

（
注
１
）
文
台
の
裏
書
は
次
の
通
り
。

松
代
の
君
昇
進
さ
せ
給
ふ
折
か
ら
飛
田
の
国
の
人
よ
り
贈
た
る
一
位
の

と
き
に
め
で
た
け
れ
ば
発
句
得
て
祝
し
奉
け
る
を
頓
て
御
も
の
数
寄
の

文
台
に
造
ら
せ
給
ひ
て
う
ら
書
き
せ
よ
と
あ
ふ
せ
事
の
あ
り
け
れ
ば

お
も
し
ろ
き
は
つ
日
や
こ
ゝ
を
位
山

蓼
太

（
注
２
）
菊
貫
の
俳
諧
一
枚
摺
に
関
す
る
も
の
に
、
雲
英
末
雄
「
俳
諧
一
枚

摺
に
つ
い
て
」「
真
田
菊
貫
の
俳
諧
一
枚
摺
」（『
書
誌
学
大
系
８４
俳
書

の
世
界
』
平
成
一
一
年
、
青
裳
堂
）、
雲
英
末
雄
監
修
『
俳
諧
一
枚
摺

の
世
界
』（
平
成
一
一
年
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
）、
玉
城
司
「
真
田
幸

弘
の
俳
諧
一
枚
摺
」（『
江
戸
文
学
』
２５
号
、
平
成
一
四
年
六
月
）
が
あ

る
。
井
上
敏
幸
『
翻
刻

ち
か
の
う
ら
』（『
松
代
』
１６
号
、
平
成
一
五

年
三
月
）
は
菊
貫
の
追
悼
句
集
の
紹
介
・
翻
刻
を
行
っ
た
も
の
。
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【
凡
例
】
１

旧
漢
字
・
異
体
字
は
大
旨
原
本
の

通
り
と
し
た
。

２

朱
書
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
た
。

３

判
読
不
能
箇
所
は
□
で
表
し
た
。

４
‐
１
‐
１

享
和

酉
戌
亥

き
く
は
た
け

他
連

四
巻
」
秩
題
被

享
和
酉
戌
亥

菊
畠

四
巻
」
付
箋

４
‐
１
‐
１
‐
１

享
和
元
酉
同
二
戌

他
連

き
く
畠

乾
」
表
紙

百
員

子
鷹

陸
馬

冬
映

得
器

双
鳬

佛
外

石
鯨

吾
山

崑
山

為
大

百
員

�
水
子

凉
山
子

素
外

李
岱

陸
馬

甘
棠
子

甲
長
子

得
器

�
�
為
大

百
員

�
水
子

凉
山
子

得
器

得
友

立
志

素
丸
子

霞
外
子

左
簾

古
梁

器
観

鶯
嬌
子

巵
言
子

紫
鳳

冬
映

退
住

百
員

錦
車
子

仙
哦
子

子
鷹

樗
雲

�
鳬

甲
長
子

亀
文
子

富
屋

莪
�
秀
仙

珠
成
子

甘
棠
子

百
�
沾
山

�
�

石
鯨

為
大

陸
馬

佛
外

吾
山
」
１
オ

百
員

環
川
子

冬
英

陸
馬

百
員

如
�
花
�
徒
柔

儿
友

一
漁

崑
山

陸
馬

石
鯨

得
器

立
志

百
員

�
山
子

冬
央
子

亀
文
子

陸
馬

為
大

升
来
子

�
媛
子

宝
井

冬
映

石
鯨

百
員

子
鷹

李
岱

百
�
�
鳬

未
明

東
寓

春
色

�
�
崑
山

紀
逸

為
大

陸
馬

佛
外

富
屋

百
化
」
１
ウ

陸
馬

冬
映

壬
正
月
廿
五
日

青
山
持
子
鷹

得
器

双
鳬

俳
諧
連
哥
百
行

催
主

青
山

石
鯨

崑
山

南
部
坂
持

佛
外

吾
山

為
大
」
２
オ

子
鷹
�
堂
陸
馬
隻
鳬
得
器
石
鯨
佛
外
崑
山
吾
山
為
大
」

付
箋

家
ち
か
く
鳴
立
つ

雉
や
朝
の
ほ
と

（
点
判
読
不
能
）」
２
ウ

堰
の
草
に
余
る
雪
解

二

一

一

一

一

三

一

三

一

一

長
閑
な
る
空
に
遠
路
誘
れ
て

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

先
か
ひ
や
り
ぬ
写
書
も
の

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

見
晴
の
高
き
所
の
風
の
尚

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

久
し
き
沙
汰
の
新
地
開
発

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

暮
の
月
囲
爐
裏
に
渋
茶
こ
と
�
�
と

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

飛
て
竈
馬
の
髭
の
長
さ
よ
」
３
オ

ウ七

五

一

七

七

七

十
三

七

五

七

油
絵
の
形
も
あ
り
し
葉
鶏
頭

子
絃

一

一

五

七

二

一

五

五

一

一

月
代
も
剃
る
醫
師
の
惟
光

有
斐

九

五

五

五

五

五

二

五

七

一

衣
�
�
の
わ
け
て
つ
れ
な
き
旭
影

如
圭
子

一

一

一

一

一

一

一

一

一

五

浮
名
包
め
と
�
も
出
て
行

芦
風

一

一

一

一

十
五

一

一

七

二

三

蜀
魂
聞
た
咄
の
耳
と
口

菊
貫

一

五

七

一

五

一

一

一

一

一

座
頭
の
取
て
ま
は
す
別
荘

梅
足

一

七

七

三

二

五

五

一

五

五

廿

素
機
嫌
の
内
に
見
置
床
飾

馬
隠
」
３
ウ

翻
刻
『
き
く
畠
』

【
書
誌
】（『
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文

及
び
諸
芸
に
関
す
る
研
究

資
料
編
第
二
部
』〈
平
成
二
十
年
三
月
〉

に
よ
る
。）

真
田
宝
物
館
整
理
番
号
・
題
名

４
‐
１
‐
１
‐
１
・
き
く
畠

書
型
・
装
幀
・
料
紙

大
本

縦
二
六
・
九
糎
、
横
一
八
・
六
糎

袋

綴

楮
紙

表
紙
・
題
簽

砥
粉
色
無
地

原
書
題
簽
、
左
肩
無
辺
打
雲
「
享
和
元

酉
同
二
戌
き
く
畠

他
連

乾
」

料
紙
・
丁
数
・
行
数

本
文
共
紙

全
９１
丁
墨
付
９１
丁

７
〜
８
行
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一

一

一

一

一
（
点
判
読
不
能
）

笹
湯
仕
廻
ふ
て
か
そ
へ
日
を
し
る

雲
牙

七

七

十

一

一

一

一

一

一

七

夜
を
こ
め
て
尼
も
手
傅
ふ
し
き
せ
も
の

牛
如

一

五

三

七

七

十
五

一

七

七

一

舟
の
つ
か
ぬ
は
吉
原
の
疵

午
睡

十

一

一

一

三

一

二

一

一

一

敷
藁
も
う
か
と
踏
れ
ぬ
深
ぬ
か
り

完
路

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

昼
も
朧
に
月
の
傾
く

フ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

枝
こ
と
に
結
ひ
捨
た
る
花
切
手

フ

五

一

一

一

一

一

五

一

一

一

一
荷
の
蜆
ミ
な
買
て
遣
る

フ
」
４
オ

二
ヲ

五

十
五

七

五

七

七

七

十

五

十

三
夫
婦
の
末
の
夫
婦
か
雛
立
て

三
楽

七

一

三

三

二

五

五

一

十

一

汐
風
巻
て
浦
賀
よ
り
文

如
圭

一

七

一

一

二

七

七

一

一

五

青
�
�
と
冨
士
の
生
れ
し
皐
月
晴

有
斐

二
十

二
十

一

五

五

十
五

五

五

十
五

五

五

七

菌
取
馬
に
お
つ
開
く
門

子
絃

一

一

一

七

一

十

一

三

一

七

酔
醒
に
甘
露
ハ
し
ら
す
水
の
味

三
楽

一

五

七

三

十

五

一

五

十
五

三

其
角
か
癖
を
唄
ふ
新
造

完
路

一

五

一

一

一

七

一

一

一

十
八

占
に
か
く
し
た
年
に
氣
も
付
す

牛
如
」
４
ウ

一

一

七

二

七

十
五

十

十
五

十

□

桜
と
寺
の
遠
い
本
町

牛
睡

十

五

五

五

三

七

五

一

五

五

是
非
と
も
と
碁
盤
出
せ
る
春
の
雨

芦
風

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

月
も
あ
り
�
�
霞
籠
る
夜

フ

一

五

廿

一

五

一

五

七

十
五

一

産
声
に
ほ
つ
と
息
す
る
一
家
中

菊
貫

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

屋
舗
育
の
ま
つ
も
張
リ
臂

馬
隠

五

五

七

一

一

七

二

一

一

十
五

鉾
に
雪
箒
も
建
た
後
の
肴

梅
足

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

尋
ぬ
る
人
か
是
て
幾
人

フ
」
５
オ

二
ウ

十

十

十

一

五

七

一

五

一

七

世
の
中
へ
撞
ね
と
響
く
三
井
の
鐘

雲
牙

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

勘
当
調
度
�
る
厄
年

御

一

七

五

一

七

一

一

五

五

十

五

桶
伏
を
揚
る
力
は
そ
と
に
有

馬
隠

一

五

五

三

十
三

五

七

十

三

一

目
と
目
て
噺
す
様
な
相
惚

梅
足

一

十

七

一

二

十
八

十

三

一

五

の
か
れ
ね
と
知
て
も
迯
る
煤
の
胴

雲
牙

七

五

一

一

七

一

五

一

十

一

根
付
時
計
の
日
か
暮
て
居
る

牛
如

五

一

七

十

一

一

七

一

七

十

鎌
倉
へ
松
魚
命
と
膝
栗
毛

午
睡
」
５
ウ

一

一

一

一

五

□

七

七

□

□

河
太
郎
と
ら
へ
た
川
に
人
百

芦
風

一

一

一

一

一

一

二

一

一

一

風
呂
敷
に
包
し
物
を
其
儘
に

フ

一

十
八

十

十

廿

十

十
八

一

一

三

内
々
御
意
も
有
り
し
禁
盃

有
斐

十

一

十
五

十
五

一

五

三

五

七

一

中
入
は
程
よ
く
暮
て
烏
帽
折

如
圭

一

一

一

二

二

一

一

一

一

一

さ
い
か
ち
虫
の
髪
て
書
も
�

子
絃

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

花
は
今
盛
り
と
思
ふ
�
の
月

フ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

名
も
な
き
橋
に
立
し
陽
炎

フ
」
６
オ

三
ヲ

一

一

七

一

一

五

一

七

五

一

実
も
春
行
幸
の
車
三
度
ま
て

有
斐

七

十
三

一

一

三

一

一

五

一

五

小
僧
は
院
の
外
を
極
楽

三
楽

一

一

一

七

十

一

一

一

五

三

戈
牛
か
素
顔
目
に
た
つ
朝
参
り

完
路

廿

一

五

一

一

一

五

五

一

一

細
身
な
か
ら
も
雷
除
の
太
刀

如
圭

一

一

一

十

七

一

七

一

一

一

鮎
唄
の
遠
く
聞
へ
て
む
せ
暑
し

子
絃

十

五

一

一

二

五

五

五

七

七

馬
に
曳
れ
て
帰
る
生
酔

三
楽

一

一

一

七

五

一

一

一

五

一

文
拾
ふ
鉄
醤
堀
の
薄
氷

完
路
」
６
ウ

一

一

一

一

一

一

一

一

□

□

操
り
女
房
の
か
け
も
能
取
る

牛
如

一

五

一

一

一

一

一

一

一

七

し
ん
だ
い
を
持
佛
に
ふ
る
う
門
徒
宗

午
睡

一

一

一

一

三

三

七

五

一

一

斎
も
せ
ぬ
朔
日
の
灸

芦
風

七

一

一

五

一

一

一

一

一

一

蘭
鉢
に
夜
は
借
ら
る
ゝ
額
見
石

梅
足
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壱

一

一

一

一

一

一

一

一

一

玉
の
免
も
指
覗
く
窓

十

七

七

十

三

七

一

七

十

五

松
坂
の
踊
に
娵
の
突
出
さ
れ

御

五

一

一

一

一

五

一

一

二

一

袖
を
留
た
て
�
ふ
風
俗
」
７
オ

三
ウ

一

一

一

一

五

一

七

一

一

一

呉
服
や
の
荷
物
に
傘
を
頼
ミ
け
り

馬
隠

一

五

一

七

一

七

五
廿

七

五

七

幟
の
う
ち
は
狭
い
新
道

雲
牙

一

一

五

一

七

一

七

一

七

十

人
過
た
棺
の
哀
れ
め
か
ぬ
な
り

梅
足

一

一

一

一

一

一

五

五

一

七

何
所
か
淋
し
く
見
ゆ
る
十
徳

馬
隠

一

十

一

一

二

一

五

五

一

七

祝
義
後
に
又
恥
か
し
き
帯
祝
ひ

雲
牙

七

三

七

十
八

五

十
三

一

五

五

一

下
女
か
寝
覚
は
葛
城
の
神

御

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

朝
の
月
影
あ
り
�
�
と
豊
さ
よ

フ
」
７
ウ

一

一

一

一

一

一

十

五

三

七

千
石
�
に
露
を
も
つ
稲

子
絃

五

十
五

一

十
五

一

十

五

一

五

一

さ
す
か
又
他
國
の
秋
の
身
に
し
み
て

三
楽

一

一

七

七

十
五

五

七

七

七

七

雇
ひ
禿
に
狐
の
相

完
路

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

�
�
�
�
�
�
�
	


�

有
斐

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

饗
多
き
花
の
此
こ
ろ

フ

七

一

十

七

一

五

一

一

一

三

長
き
日
を
五
段
の
舞
の
手
に
暮
て

如
圭

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

汚
れ
ぬ
掾
に
う
こ
く
陽
炎

フ
」
８
オ

ナ
ヲ

一

五

五

一

二

一

五

十
五

三

十

這
か
ゝ
る
貰
ひ
笑
に
立
と
ま
る

三
楽

五

五

一

一

七

一

一

一

一

一

先
も
承
知
の
鼠
鳴
を
す
る

フ

一

五

一

一

一

十

十
五

七

十

五

思
ふ
恋
琴
と
尺
八
と
の
隣
同
士

子
絃

十
五

一

十
五

一

三

一

一

一

一

五

引
出
物
に
て
見
た
る
國
行

如
圭

一

七

一

一

五

三

一

七

五

七

覆
と
る
空
は
た
ま
�
�
冬
牡
丹

有
斐

一

七

七

七

一

一

十

一

七

三

碁
に
よ
る
顔
の
連
哥
に
も
寄

牛
如

一

一

七

一

十
八

一

一

七

十
八

一

牛
嶋
の
む
こ
ふ
今
戸
は
浅
間
山

午
睡
」
８
ウ

一

五

一

一

一

七

十
三

□

□

七

壱
分
ひ
ら
り
と
鯉
の
俎
板

芦
風

一

七

五

一

七

一

一

一

二

七

不
拍
子
に
拍
子
き
か
す
る
牽
頭
持

梅
足

五

一

一

一

一

一

五

一

五
廿

五

白
眼
は
白
眼
か
へ
す
う
き
中

フ

七

一

一

七

一

一

七

一

一

一

う
つ
く
し
く
源
平
香
の
敵
身
方

馬
隠

一

一

一

一

十

三

一

五

一

七

あ
れ
て
も
角
か
あ
る
か
鹿
の
音

雲
牙

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

雨
風
の
能
調
て
月
の
秋

フ

一

一

一

一

一

一

一

一

七

一

山
の
屋
鋪
は
艸
の
花
原

フ
」
９
オ

ナ
ウ

十

廿

七

一

一

一

一

七

一

五

竹
馬
に
お
乳
や
め
の
と
の
声
懸
て

御

一

一

一

一

七

一

五

一

一

一

ヌ

エ

と
ら
へ
た
�
鴿
の
舌
切
て
見
る

牛
如

一

一

五

三

五

七

一

七

三

七

空
海
は
壁
へ
教
化
の
な
く
り
書

午
睡

一

一

一

一

一

五

一

一

一

一

捨
た
眼
鏡
も
老
の
か
ん
で
う

芦
風

一

一

一

二

一

一

七

一

五

七

鰒
揚
る
舩
も
新
場
の
雪
明
り

完
路

七

一

一

一

一

一

五

一

一

一

貰
ふ
た
猫
を
遣
る
先
か
な
し

フ

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

公
に
花
を
ゆ
る
し
て
見
せ
る
郷

フ
」
９
ウ

（
点
判
読
不
能
）

霞
の
奥
に
立
�
く
家

フ

青
山
持

子
鷹
六
十
八
点
如
圭
子
三
十
ヽ
公

二
十
九
ヽ
三



�
堂
五
十
四
点
三
楽

三
十
七
ヽ
公

三
十
七
ヽ
雲
牙
」
１０
オ

陸
馬
五
十
三
点
如
圭
子
四
十
三
ヽ
公

三
十
ヽ
午
睡

雙
鳬
三
十
六
点
子
絃

三
十
二
ヽ
公

三
十
二
ヽ
如
圭
子

得
器
四
十
四
ヽ
完
路

三
十
九
ヽ
午
睡

三
十
四
ヽ
梅
多
里
」
１０
ウ

難
歩
持

石
鯨
四
十
三
点
子
絃

四
十
ヽ
午
睡

三
十
七
ヽ
雲
牙

佛
外
五
十
一
点
子
絃

三
十
八
ヽ
雲
牙
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三
十
四
ヽ
蘆
風
」
１１
オ

崑
山
四
十
一
点
子
絃

三
十
九
ヽ
三
樂

三
十
八
ヽ
午
睡

吾
山
四
十
三
点
午
睡

三
十
八
ヽ
完
路

三
十
四
ヽ
公

為
大
四
十
五
点
馬
隠

四
十
ヽ
三
樂

三
十
八
ヽ
雲
牙
」
１１
ウ

亥
閏
正
月

�
水
子

素
外

升
来
子
持

得
器

凉
山
子

李
岱

百
行
稿

十
吟
八
句
言

月
花
折
二
点
増

甘
棠
子

兌
堂

此
方
持

陸
馬

甲
長
子

為
大

二
月
四
日
満
尾

催
主
白
日
菴
」
１２
オ

（
白
紙
）」
１２
ウ

旅
の
氣
に
な
り
す
ま
し
た
る
霞
か
な

今
を
さ
か
り
に
咲
る
菜
の
花

春
の
雨
煙
艸
の
し
め
り
加
減
ま
て

調
法
か
ら
る
ゝ
小
細
工
の
好
き

此
度
は
打
て
替
た
る
住
居
か
え

犬
の
覚
の
よ
き
に
感
す
る

二
人
寄
み
た
り
集
る
月
の
友

秋
か
せ
ふ
く
む
ふ
書み

の
讀
さ
し
」
１３
オ

甘
棠
子

甲
長
子

兌
堂

陸
馬

為
大

升
来

子
�
水
子

持

涼
山
子

素
外

得
器

古
梁
李

岱
」
付
箋

ウ七

一

三

五

一

一

一

一

二

五

呉
竹
に
斟
酌
ら
し
き
わ
た
り
鳥

素
文

一

三

五

七

一

五

三

十
五

五

七

笑
ひ
に
た
こ
の
入
り
し
新
造

素
飛

一

一

五

十

七

七

五

十

七

十

恥
し
き
坐
頭
に
年
を
あ
て
ら
れ
て

升
来

一

五

三

一

十
八

一

七

一

十
五

七

雪
を
さ
か
な
に
酒
酒
を
の
む

菊
貫

五

一

一

一

一

一

一

一

一

一

真
先
へ
才
蔵
市
の
大
べ
ざ
い

雲
牙

一

一

五

一

一

一

一

一

一

一

財
布
ほ
と
い
て
届
状
出
す

牛
如

一

一

五

七

十

一

三

一

二

七

遊
ひ
入
る
子
に
居
風
炉
を
水
に
し
て

梅
足
」
１３
ウ

一

一

一

一

七

一

三

一

三

七

夢
話
行
し
や
う
釣
さ
れ
た
亀

馬
隠

一

一

十

五

一

一

五

五

七

五

霊
宝
に
変
し
て
�
ぬ
万
狐
の
手

太
路

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

起
�
�
の
目
に
月
の
涼
し
き

霍
媛

五

一

七

一

五

三

七

七

五

五

も
の
思
ひ
し
こ
き
た
ら
り
と
立
姿

仝

一

三

七

三

五

一

三

一

一

三

能
も
あ
し
く
も
仲
人
の
瓣

素
文

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

天
晴
と
花
の
主
し
の
誉
て
行

仝

○三

○七

○三

○三

○三

○五

○五

○三

○三

○三

永
き
日
を
知
る
外
繋
の
馬

升
来
」
１４
オ

二

二
十

七

十

三

一

十

十
八

七

五

五

七

油
て
も
流
れ
そ
う
な
る
春
の
川

升
来

一

一

五

一

三

一

十

一

一

一

女
の
上
戸
こ
ひ
の
安
賣

素
飛

一

一

一

一

七

十
三

七

五

三

五

よ
い
器
量
誉
れ
は
白
眼
か
へ
さ
れ
て
鶴
媛

一

三

十
三

十
五

一

七

三

一

五

一

衆
道
も
武
備
も
流
行
御
家
中

菊
貫

一

一

五

一

一

一

五

七

五

一
訛

虚
無
僧
の
姿
に
は
似
ぬ
な
ま
り
言

梅
足

一

五

一

一

三

一

五

一

十

七

于
�
か
さ
る
石
町
の
鐘

雲
牙

十
五

十

一

七

十

七

五

五

七

十

さ
は
つ
た
ら
手
の
き
れ
そ
ふ
な
初
松
魚

太
路
」
１４
ウ

一

一

一

一

一

一

一

一
′

一

一

元
気
の
汗
を
拭
ふ
福
か
ら

馬
隠

一

三

七

七

三

一

三

一

二

一

木
寄
し
た
日
に
木
�
山
の
咄
し
て

牛
如

二
十

一

七

五

五

七

三

七

一

五

一

櫻
の
う
ち
は
な
ま
く
さ
い
寺

梅
足

一

五

五

一

七

一

一

一

十

三

朝
夕
は
春
の
扇
を
わ
す
れ
か
ち

雲
牙

一

五

一

一

五

一

五

三

七

七

�
に
こ
ま
る
巡
見
の
宿

牛
如

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

朧
月
雨
に
や
な
ら
ん
あ
た
ゝ
か
さ

フ

一

一

一

一

一

一

三

一

一

一

活
る
火
入
の
火
加
減
か
傳

フ
」
１５
オ

二
ウ

二
十

一

七

七

十

五

一

十
五

七

五

五

楽
寝
に
も
母
は
身
延
を
後
に
セ
す

菊
貫

二
十

一

十
五

一

一

一

一

五

七

一

一

勘
当
の
場
て
機
を
裁
切
る

太
路

一

一

五

五

七

一

七

一

一

一

油
壺
さ
け
て
ふ
ら
�
�
戻
り
牛

馬
隠
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十

一

一

一

七

一

三

一

一

三

佛
法
に
入
る
大
津
絵
の
鬼

素
飛

一

一

一

一

七

一

三

一

一

一

姿
見
に
へ
ら
む
悋
気
を
解
か
ゝ
り

素
文

一

一

七

七

十

三

七

十

七

五

酔
せ
た
跡
か
怖
い
御
妾

升
来

一

一

五

三

一

一

七

三

三

一

釣
る
�
に
丈
イ
の
低
い
を
嬲
ら
れ
て

鶴
媛
」
１５
ウ

一

一

一

一

一

一

一

一

五

一

涼
敷
風
の
真
直
く
に
来
る

素
飛

五

三

一

一

一

一

一

一

二

七

漕
き
や
う
の
用
な
さ
そ
う
な
遊
山
舟

升
来

一

五

十

一

七

七

七

一

二

一

揃
ふ
樂
器
の
氣
も
あ
ふ
た
友

菊
貫

三

五

一

一

五

一

五

一

一

一

黄
金
の
光
た
ふ
と
き
西
東

雲
牙

一

一

五

一

一

一

一

一

一

一

の
と
か
に
睡
気
さ
そ
ふ
講
中

フ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

あ
ら
そ
ひ
の
皆
わ
れ
か
ち
な
月
と
花

フ

一

一

五

一

一

一

一

一

一

一

休
さ
へ
知
れ
ぬ
春
雨
の
日
に

フ
」
１６
オ

三

二
十

一

一

七

七

七

五

五

五

七

五

手
枕
に
肘
の
汚
れ
を
笑
れ
て

升
来

一

一

五

七

三

三

三

一

十
八

七

醉
は
さ
つ
は
り
居
�
の
夢

素
文

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

生
霊
出
来
不
出
来
あ
る
雪
催
ひ

素
飛

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

か
ま
ひ
の
見
ゆ
る
衛
士
か
た
ぶ
く

雲
牙

一

一

一

一

一

三

五

一

五

五

長
普
請
釘
の
符
帳
も
聞
お
ほ
え

牛
如

十
五

十

五

五

一

五

十

五

二

一

牡
丹
に
廿
日
酒
許
す
寺

太
路

五

一

一

一

一

一

三

一

一

一

智
恵
競
と
ふ
と
若
衆
を
振
向
せ

菊

貫
」
１６
ウ

一

一

七

一

十
五

十
五

七

三

一

一

結
句
噺
の
か
た
い
相
ほ
れ

梅
足

一

七

五

七

一

一

一

十
五

一

一

謡
ま
て
小
聲
に
う
た
ふ
内
祝
ひ

馬
隠

一

一

一

一

五

一

五

一

七

一

隠
し
�
し
や
と
見
ぬ
ふ
り
て
ミ
る

素
文

五

三

五

五

七

一

十
五

十
五

一

一

慎
重
の
温
泉
場
帰
ら
ぬ
か
又
病
ひ

鶴
媛

○三

○七

○三

○三

○三

○七

○三

○三

○三

○三

月
か
け
て
す
る
菊
に
丹
残

素
飛

一

五

一

三

七

十

七

一

五

五
九

関
取
の
か
し
こ
ま
る
の
も
只
て
な
し

升
来

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

い
ま
た
薄
着
の
肌
寒
き
こ
ろ

フ
」
１７
オ

三
ウ

一

十
五

十
八

一

七

七

五

七

五

七

猪
牙
よ
り
も
心
の
駒
の
足
は
や
き

菊
貫

一

七

十
五

七

一

一

七

一

一

一

女
あ
る
し
の
様
な
別
荘

梅
足

一

一

七

一

一

一

五

一

十
五

十
五

掃
出
し
て
四
ッ
か
ら
過
か
衣
か
え

雲
牙

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

盃
ら
し
く
無
い
峯
の
松

太
路

一

一

十
五

一

一

一

一

一

三

一

内
々
て
神
馬
に
絆
綱
当
て
行

馬
隠

一

五

五

一

五

一

五

一

一

一

名
代
の
乞
食
縁
日
に
来
る

牛
如

一

一

一

一

七

一

一

一

一

一

橋
臺
に
渡
銭
の
笊
か
向
ふ
前

梅
足
」
１７
ウ

一

三

一

一

一

一

一

一

一

五

後
の
袷
は
風
呂
敷
の
ま
ゝ

馬
隠

○三

○三

○五

○三

○五

○七

○九

○三

○四

○三

月
の
興
手
前
踊
に
嫁
も
出
て

牛
如

五

一

一

五

一

一

一

一

一

一

髪
も
そ
れ
か
ら
薮
入
の
風

雲
牙

一

一

十
五

一

七

一

十

一

十

一

し
つ
く
り
と
咄
の
合
し
御
經
宗

菊
貫

一

一

一

七

一

一

一

一

一

一

春
も
せ
わ
し
く
帰
る
後
か
ら

馬
隠

○七

○五

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○四

○三

脇
指
に
羽
織
あ
つ
け
て
花
の
山

太
路

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

�
�
上
る
日
に
蝶
の
ふ
は
�
�

素
飛
」
１８
オ

名

二
十

二
十

一

一

十

十

十

七

七

一

七

十
八

か
ら
か
へ
は
き
か
ぬ
氣
に
な
る
男
の
子
霍
媛

一

七

一

一

三

三

三

一

一

一

ま
た
手
の
ほ
し
い
入
梅
の
張
物

素
文

一

十

七

一

七

一

七

三

一

七

小
村
て
も
ひ
と
肌
ぬ
き
し
祭
前

素
飛

一

一

一

一

一

一

七

三

五

一

唐
音
ら
し
き
生
酔
の
弁

升
来

十
八

五

一

五

七

三

三

十

七

二

一

胴
揚
に
惚
人
の
胴
は
抱
か
ね
て

鶴
媛

一

一

一

一

七

十

五

一

一

一

長
く
�
�
と
振
袖
の
欲

仝

一

一

一

一

一

一

一

一

一

五
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あ
つ
さ
り
と
見
え
し
�
園
の
柱
立

素
飛
」
１８
ウ

一

一

一

一

一

一

一

一

三

七

竹
田
細
工
も
跡
は
人
形

素
文

五

十

五

十
五

七

三

五

一

七

七

郭
公
産
屋
の
伽
の
聞
出
し
て

太
路

一

五

一

三

三

一

三

一

一

一

雨
に
ひ
そ
�
�
連
哥
初
ま
る

雲
牙

一

五

一

一

一

一

七

一

五

一

立
居
ま
て
室
町
風
の
流
石
文

梅
足

一

三

一

一

三

一

一

一

一

一

按
摩
の
不
審
は
れ
ぬ
加
梨
勒

太
路

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

飛
石
に
は
ら
り
と
月
の
露
ふ
り
て

一

一

一

一

五

一

五

一

一

一

國
の
便
に
添
て
初
茸
」
１９
オ

名
ウ

一

三

五

一

十
五

五

三

五

一

十
三

相
撲
取
秋
の
あ
は
れ
は
し
ら
ぬ
也

馬
隠

一

五

五

一

五

一

七

三

五

五

男
優
り
の
妻
の
鉋
丁

菊
貫

一

五

一

一

三

一

十
八

一

七

七

�
の
口
き
る
と
こ
そ
や
の
い
つ
も
神
酒

梅
足

十
八

一

七

七

七

七

一

十
三

一

十
三

十
三

存
在
し
ら
す
の
和
布
刈
見
に
立

牛
如

五

七

一

十

五

一

一

一

一

一

渡
し
守
謡
の
や
ふ
な
咄
し
て

仝

一

十
五

一

一

一

一

一

一

二

十
三

あ
ら
や
う
か
ま
し
�
過
に
脱
く
笠

フ

一

五

一

一

一

一

一

一

二

三

い
つ
こ
と
も
限
ら
し
は
な
の
真
さ
か
り

フ

一

ム

一

ム

ム

一

一

一

一

一

駒
鳥
も
雲
雀
も
ま
け
ぬ
朝
起

フ
」
１９
ウ

甘
棠
子
四
十
六
点
太
路
三
十
五
点
寉
媛
子

三
十
二
点
素
兆

甲
長
子
五
十
五
ヽ
太
路
四
十
三
点
ヽ
牛
如

四
十
二
ヽ
公

兌
堂
七
十
二
ヽ
菊
貫
子
四
十
一
ヽ
升
来
子

四
十
ヽ
梅
足

陸
馬
三
十
九
ヽ
梅
足

三
十
八
ヽ
太
路

三
十
三
ヽ
升
来
子
」
２０
オ

為
大
六
十
六
ヽ
公

四
十
六
ヽ
升
来
子

四
十
五
ヽ
楳
足

升
来
公
持

�
水
子
五
十
四
ヽ
�
媛
子
四
十
八
ヽ
升
来
子

二
十
六
ヽ
公

涼
山
子
七
十
四
ヽ
霍
媛
子
五
十
七
ヽ
公

五
十
四
ヽ
梅
足
」
２０
ウ

素
朴
四
十
一
ヽ
太
路
四
十
ヽ
升
来
子

三
十
二
ヽ
�
媛
子

得
器
五
十
六
ヽ
升
来
子
四
十
八
ヽ
公

四
十
ヽ
雲
牙

古
梁
五
十
八
ヽ
升
来
子
三
十
五
ヽ
霍
媛
子

三
十
四
ヽ
公
」
２１
オ

（
白
紙
）」
２１
ウ

�
水
子

得
器

亀
文
持

得
友

凉
山
子

立
志

素
麿
子

左
簾

菊
貫
持

古
梁

霞
外
子

器
観

百
韻

鶯
嬌
子

紫
鳳

珠
成
持

冬
映

巵
言
子

退
住

三
月
十
六
日
」
２２
オ

享
和
元
年
三
月
十
六
日

誹
諧
之
連
歌
」
２２
ウ

（
＊
２３
オ
よ
り
３１
ウ
ま
で
の
第
三
の
百
韻
は
、
４４
オ
か

ら
５３
ウ
ま
で
の
第
五
の
百
韻
と
同
一
で
あ
る
。
た
だ

し
、
第
五
に
は
点
者
と
し
て
�
水
子
が
筆
頭
に
加
わ
っ

て
い
る
の
で
、
第
五
の
み
を
掲
載
す
る
）

四
月
九
日
�

五
月
七
日

満
尾
」
頭
書

錦
車
子

子
鷹

富
屋

莪
堂

青
山
持

仙
峨
子

樗
雲

秀
仙

甲
長
子

雙
鳬

百
�

俳
諧
百
韻

各
六
句
言

控

月
花
折
端

取
句
二
点
増

亀
文
子

沾
山

為
大

珠
成
子

兌
堂

陸
馬

催
主
難
歩
坂
持

佛
外

甘
棠
子

石
鯨

吾
山
」
３２
オ

（
白
紙
）」
３２
ウ

地
謡
の
行
義
調
ふ
扇
か
な

烏
帽
子
の
影
の
畏
き
全
廃

撰
集
の
三
と
せ
は
反
古
の
山
な
し
て

遠
い
所
も
便
の
折
�
�

ふ
た
つ
啼
よ
つ
な
く
守
む
ら
烏

朝
に
か
ゝ
り
て
松
の
杖
突

は
つ
鮭
の
鱗
き
ら
め
く
�
の
月

は
や
帷
子
の
風
の
身
に
し
む
」
３３
オ

□
□
子

蘭
州
子

甲
長
子

亀
文
子

珠
成
子

141

On "Kikubatake" by Yukihiro Sanada, 6th Load of Matsushiro Domain



甘
棠
子

子
鷹

樗
雲

双
魚

富
屋

莪
堂

秀
仙

百
�

治
山

�
堂

石
鯨

為
大

陸

馬

佛
外

吾
山
」
付
箋

□

五

一

一

一

七

七

五

七

七

七

五

五

五

五

五

七

七

五

一

相
撲
場
の

褌ま
は
し
に
秋
の
色
見
え
て

菊
貫

□

五

七

一

二

一

一

七

一

七

一

七

七

一

一

七

一

七

七

七

片
倉
領
に
め
つ
ら
し
い
年

馬
隠

□

七

一

一

一

一

一

一

一

五

五

一

十

七

五

五

七

五

一

一

三
夫
婦
の
諸
白
髪
な
る
山
深
み

花
足

□

一

五

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

五

娘
の
機
の
音
の
涼
し
き

大
路

□

五

一

一

一

一

一

一

一

五

一

三

一

一

七

二
十

三

一

七

五

七

干
な
か
ら
着
て
来
る
蓑
に
綱
提
て

梅
足

□

二

一

一

一

一

一

一

一

八

一

一

七

一

一

一

七

一

五

一

極
樂
上
戸
罪
咎
は
な
し

環
川

□

一

一

一

一

一

五

五

一

一

三

一

五

一

五

十

一

一

二

一

馬
駕
て
疱
瘡
よ
け
の
札
も
ら
ひ

雲
牙
」
３３
ウ

□

五

十

一

二

一

十

二

一

一

一

一

二

一

五

五

一

一

一

一

一

阿
須
波
の
神
へ
初
旅
の
幣

有
斐

□

五

五

一

五

五

一

十

五

五

五

五

十

七

十

十
五

七

一

五

五

雪
兆
も
な
ふ
師
走
閏
に
梅
咲
て

子
絃

□

二

七

一

一

一

一

一

十
五

一

十

一

一

一

一

一

五

一

一

一

大
徳
の
書
を
紅
国
の
額

遮
莫

□

十

五

一

一

一

一

三

七

七

七

七

五

五

五

五

一

十

一

三

銀
燭
に
狩
衣
の
透
く
白
拍
子

柿
絮

□

一

一

一

七

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

帰
雁
鳴
行
�
の
月
影

フ

□

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
面
に
花
の
盛
の
時
な
れ
や

フ

□

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

陽
炎
の
立
若
艸
の
色

フ
」
３４
オ

二□

七

一

七

一

七

七

三

五

五

十
八

三

五

一

一

一

一

一

一

七

見
分
ン
の
騎
射
も
其
日
の
真
手
つ
か
ひ

如
圭

□

一

五

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

七

乳
人
の
側
を
�
し
澤
�

芦
風

□

二

一

一

一

五

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

遁
世
の
夜
は
か
ら
ふ
し
き
旅
ま
く
ら

馬
隠

□

七

十

五

一

一

一

一

十

一

七

七

五

一

七

十

一

十

一

十
五

五

魚
の
油
て
奢
る
七
里

花
足

□

十

五

五

一

一

一

三

一

七

三

一

一

一

一

一

五

一

一

一

丸
山
の
禿
美
顔
も
よ
く
覚
え

太
路

□

七

五

一

一

一

一

一

十
八

五

五

三

十

一

七

五

五

一

一

一

下
戸
て
難
面
き
拳
の
先
生

梅
足

□

十

五

一

一

一

廿

五

三

一

五

五

一

五

五

十

七

一

七

七

お
し
け
な
く
切
て
く
れ
る
も
牡
丹
好

環
川
」
３４
ウ

□

七

十

十

五

一

一

一

一

七

七

七

一

一

一

二
十五

七

一

五

一

百
両
懸
た
井
戸
に
錠
前

菊
貫

□

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

五

一

三

一

一

一

一

一

五

相
場
師
も
絶
へ
ぬ
淀
屋
の
白
鼠

芦
風

□

二

一

一

一

十

五

五

五

五

一

三

七

五

五

一

一

一

五

七

煤
掃
た
夜
に
と
つ
さ
り
と
雪

雲
牙

二
十

□

五

七

七

三

一

七

七

十

八

廿

十

一

七

十
三

五

十
五

七

五

十

看
病
の
上
手
ひ
そ
か
に
笑
は
せ
て

梅
足

□

十

十
八

一

一

一

一

七

三

一

一

七

七

一

一

一

七

五

一

三

三
十
二
相
似
珠
が
疵

太
路

□

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

笙
の
音
も
な
ま
め
く
斗
昼
の
月

フ

□

一

一

一

十

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

七

一

一

二

一

山
の
手
遠
く
お
も
ひ
入
秋

フ
」
３５
オ

二
ウ

十
五

□

七

三

一

七

一

七

廿

二

十
五

七

七

五

五

甘

二
十

七

十

七

五

十

十
五

物
申
に
菊
の
陰
か
ら
返
辭
し
て

菊
貫

□

一

一

一

一

三

一

一

一

七

三

三

十
八

三

一
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七

七

一

五

一

禁
酒
か
た
め
に
僧
の
取
持

馬
隠

十
五

□

一

一

七

五

一

一

一

五

五

七

一

一

一

一

一

一

一

一

一

手
枕
に
見
透
さ
れ
た
る
入

黒
子ほ
く
ろ

花
足

□

一

三

七

一

一

一

一

十

一

一

七

一

一

十
五

二
十

七

七

一

七

五

明
る
き
文
に
包
む
温
石

環
川

□

七

一

三

一

一

十

七

五

七

十

五

三

十

五

五

五

三

五

五

孝
行
の
小
舅
ま
え
て
行
渡

雲
牙

□

七

一

一

一

一

一

五

五

一

一

五

五

一

一

一

一

五

五

十

雨
に
色
あ
る
庭
の
紫
陽
花

芦
風

□

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

月
を
見
ぬ
�
は
手
燭
の
影
涼
し

フ
」
３５
ウ

□

五

一

一

二

一

五

一

一

九

一

二

七

五

三

一

五

十

一

一

錦
の
如
く
の
御
意
に
泣
く
尼

如
圭

□

五

一

一

一

十

一

五

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

五

連
歌
に
も
良
雄
か
筆
の
行
届
き

子
絃

十
八

□

十

十

十

一

五

一

五

七

五

十
五

三

五

一

五

一

一

一

一

三

魂
す
へ
て
雪
の
居
續

遮
莫

□

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

七

一

一

一

一

一

も
ろ
く
�
る
大
生
酔
に
振
き
せ
て

有
斐

□

二

一

一

一

一

一

一

一

十

一

二

一

一

五

一

一

三

一

一

辛
子
に
涙
持
し
小
�
頭

柳
絮

□

一

一

一

一

一

五

一

一

一

一

一

七

一

一

一

一

一

一

一

板
屋
根
も
花
の
頃
と
て
繕
は
す

フ

□

五

一

一

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

雨
吹
晴
ら
す
東
風
の
お
も
む
き

フ
」
３６
オ

三□

一

十
五

一

六

五

一

七

一

十
二

七

十
五

一

七

一

十

五

七

一

七

白
�
�
と
春
の
鵜
川
の
朝
�

如
圭

□

十
五

五

一

一

一

七

一

七

五

五

一

三

五

五

五

五

七

三

賃
機
迄
も
嫁
の
手
一
ッ

有
斐

□

七

一

七

一

一

五

五

三

七

一

七

一

一

五

一

一

五

一

一

連
立
も
同
う
朝
の
初
瀬
詣

柳
絮

□

二

七

一

七

一

七

十

一

五

七

五

一

十

五

十
三

十

七

五

五

馬
骨
を
隠
す
夏
草
の
丈
ヶ

子
弦

□

五

一

一

一

一

一

一

一

一

七

一

十
三

一

一

十

一

一

一

七

松
原
を
間
遠
に
燈
す
朱
の
母
衣

遮
莫

□

五

七

一

六

一

一

三

一

一

十

十

五

一

一

一

一

五

二

一

三
日
つ
ゝ
い
て
不
二
を
見
る
濱

芦
風

□

五

七

三

三

一

七

一

五

一

三

七
十
五

七

五

五

十

一

二

五

槌
音
の
波
に
く
た
け
る
碇
鍛
冶

馬
隠
」
３６
ウ

□

一

一

一

三

一

一

一

一

一

一

三

一

三

五

一

一

一

十

一

笑
ふ
て
斗
そ
れ
か
福
相

梅
足

□

十

五

十
五

五

十
五

一

十
五

十

七

七

五

五

二
十

五

七

十
八

五

十
五

七

五

借
切
に
桜
一
日
な
め
ゝ
か
す

菊
貫

□

五

五

五

二

一

一

三

一

十
一

一

二

五

一

五

一

五

一

十
八

十

厠
に
封
を
付
る
蜂
の
巣

花
足

□

十

一

一

一

七

一

七

五

九

一

十

三

一

七

十

七

一

十
五

五

藪
入
の
起
ぬ
内
か
ら
隣
の
子

環
川

□

一

一

三

一

一

一

一

二

七

十

一

一

一

五

一

三

一

三

一

文
頼
ま
れ
て
重
い
懐

雲
牙

□

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

雲
折
�
�
月
面
白
き
山
の
か
い

フ

○三

○五

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○三

○七

○七

○九

○三

○五

○三

○七

○三

○三

○三

○三

其
侭
随
て
名
所
見
る
毛
見

梅
足
」
３７
オ

三
ウ

□

一

一

一

一

三

十

三

一

八

一

一

五

五

一

五

五

一

五

三

紅
葉
か
ら
新
酒
賣
出
す
出
来
分
限

太
路

□

二

一

七

一

一

七

三

七

一

十

一

一

一

五

一

三

一

三

一

娵
入
支
度
に
口
ゑ
る
母

菊
貫

□

七

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

一

七

一

三

一

一

一

タ
フ

洗
髪
き
の
ふ
の
髢
と
思
は
れ
す

花
足

□

一

一

三

一

一

一

十
五

一

五

十

二

十

一

十

五

一

一

三

十

七

歳
暮
使
も
い
わ
ふ
胴
あ
け

馬
隠
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□

七

一

一

四

七

七

七

三

一

五

一

五

一

五

三

一

一

五

三

ふ
る
雪
に
な
を
透
通
る
梅
も
花

雲
牙

□

二

一

一

一

一

五

一

一

一

一

一

一

五

五

十
五

一

一

一

一

我
手
柄
ふ
る
勝
公
事
の
宿

太
路

□

一

一

五

五

一

一

一

一

五

七

二

二

七

一

一

七

一

五

七

庖
丁
も
き
つ
て
納
所
の
し
た
り
顔

芦
風
」
３７
ウ

□

十

一

一

一

一

一

五

七

五

一

五

五

三

七

一

七

一

一

一

蓮
見
の
わ
た
り
碁
盤
持
出
す

環
川

□

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

川
添
に
い
き
れ
の
残
る
朝
の
月

フ

□

一

一

一

一

一

一

一

一

八

三

一

一

一

一

一

五

一

一

十

た
を
や
女
を
け
る
派
手
な
人
質

如
圭

□

十
三

一

一

一

七

一

一

一

一

七

一

一

一

七

一

七

二

二

乗
掛
を
留
め
て
野
上
の
里
の
つ
て

有
斐

□

二

一

一

一

一

一

一

一

七

一

三

一

一

七

一

五

一

七

一

歩
判
て
持
て
は
苦
に
な
ら
ぬ
金

遮
莫

□

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

此
頃
は
續
て
空
も
花
曇
り

十
二

十
二

十
一

○三

○五

○三
十
二

○三
十
二

○三
十
二

○九

○九

○四

○三

○三

○九

○三

○三

○七

○七

○三

團
十
郎
を
凧
て
見
る
郷

子
絃
」
３８
オ

ナ□

七

十
五

一

一

一

一

一

一

五

一

一

五

一

一

一

一

五

一

一

綿
か
つ
く
内
侍
も
曠
か
踏
歌
の
夜

有
斐

□

五

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

七

一

五

一

三

七

一

一

眼
光
に
色
を
含
む
ほ
ろ
酔

柳
絮

□

一

五

一

一

七

七

五

五

一

一

一

一

一

一

一

五

一

七

一

青
竹
に
御
威
光
の
鶴
結
ひ
付
ヶ
て

如
圭

□

五

七

一

五

五

一

三

一

七

五

十

七

十

十

五

十

七

十
三

七

舩
は
掟
の
膝
切
の
川

子
絃

□

五

一

一

一

一

五

五

一

五

七

一

五

七

五

一

一

一

一

五

宮
寂
て
石
の
華
表
に
苔
衣

�
絮

□

五

七

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

五

一

七

五

一

一

一

真
香
反
ま
な
は
ん
�
て
奉
納
の
琵
琶

「
有
斐

□

二

一

一

一

五

一

五

一

一

一

三

一

一

一

一

五

一

一

一

子
の
様
に
鹿
立
の
狆
秘
蔵
し
て

遮
莫
」
３８
ウ

□

五

一

一

一

七

一

一

一

一

五

一

一

五

五

一

三

一

二

十
八

逢
ふ
人
こ
と
に
長
い
本
復

「
如
圭
六

□

一

一

五

一

一

十
五

一

七

七

一

十

一

七

七

五

七

一

十

三

強
弓
の
弦
も
手
練
の
か
け
は
づ
し

「
子
絃

□

一

一

七

三

一

七

三

一

五

一

七

十
五

三

一

一

三

一

一

五

立
派
に
雪
を
掻
し
新
宅

「
遮
莫

□

一

一

十

一

一

一

七

二

七

七

十
五

五

一

七

七

七

五

一

十

身
請
し
て
か
ら
は
咄
も
少
な
く
て

「
柳
絮

□

十

一

五

一

五

一

一

一

九

五

二

一

一

一

一

一

一

一

二

不
審
も
の
な
り
下
女
め
か
ぬ
下
女

「
花
足

□

一

一

十

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

け
し
か
ら
す
犬
の
鳴
た
つ
月
の
夜
に

フ

□

一

一

一

一

一

一

一

一

七

一

一

一

一

一

一

一

一

五

一

は
や
秋
風
の
さ
そ
ふ
川
浪

フ
」
３９
オ

ナ
ウ

□

七

五

一

二

一

七

十

十
五

五

七

五

五

七

七

一

七

七

一

一

一
す
ち
に
後
世
に
棹
さ
す
施
餓
鬼
�

「
馬
隠

□

一

三

一

三

一

一

五

二

一

一

五

五

十

五

七

十
八

十

一

三

酸
い
も
甘
い
も
喰
て
發
心

「
菊
貫
六

□

十

一

一

二

一

一

十

五

七

五

七

五

一

五

五

十
五

一

一

七

蜀
魂
聞
て
其
角
は
�
酒

「
太
路

四

廿

三

十
五

一

一

一

三

五

一

一

二

三

一

一

五

三

一

五

十
五

幟
の
鯉
は
五
月
雨
の
瀧

「
環
川
六

□

五

一

一

一

五

一

一

一

五

一

七

一

一

一

一

一

十

一

一

庭
風
呂
に
憂
し
や
木
曽
路
の
傘
さ
し
て
「
梅
足

□

五

一

一

一

五

七

一

一

一

一

一

五

一

三

一

一

一

七

一

堀
出
し
も
の
と
熊
の
皮
買

「
芦
風

□

○三

○三

○三

○六

○七

○三

○三

○三

○七

○五

○五

○七

○三

○三

○五

○三

○三

○三

○四

加
増
地
の
堺
上
り
も
花
の
春

「
雲
牙
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□□

ム

一

一

一

一

一

一

ム

ム

一

ム

一

一

一

ム

一

」
３９
ウ

枝
を
鳴
さ
ぬ
丘
風
長
閑
き

フ
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大
一
座

亀
文

二
十
七
五
一
五
一
七
五
一
一
一
一
一
五
七

牽
頭
か
寐
言
三
弦
に
乗

菊
貫

一
三
一
一
一
一
一
一
一
五
一
一
一
一
一

恋
に
名
を
知
ら
れ
し
か
ら
に
老
ぬ
れ
と

一
十
一
一
一
三
一
七
二
七
一
七
十
五
五
二

世
の
程
に
く
き
江
戸
の
真
中

亀
文

一
一
一
一
五
一
五
三
三
一
一
一
一
七
一

判
取
を
呼
聲
何
に
似
た
る
へ
し

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

け
ふ
は
誠
に
近
来
の
空

一
一
一
三
一
一
二
三
二
一
三
二
一
一
一

楼
は
花
に
霞
ま
ぬ
四
方
の
景

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ム

�
を
奉
る
山
々
の
春
」
５１
ウ

右
甲
乙

蜃
水
子
評

亀

六
十
二
点
文

菊

四
十
五
点
貫

梅

四
十
二
点
足

凉
山
子
評

九
十
点亀
文
五
十
八
点梅
足
四
十
九
点環
川

素
麻
呂
評
六
十
八
点亀
文
四
十
三
点珠
成

十
八
点一
歩
」
５２
オ

霞
外
子
評
五
十
九
点珠
成
五
十
五
点亀
文
三
十
二
点菊
貫

鶯
嬌
子
評
三
十
六
点亀
文
三
十
三
点松
岡
三
十
二
点珠
成

巵
言
子
評
四
十
八
点一
歩

三
十
点菊
貫
二
十
六
点亀
文

得
器
評
六
十
四
点珠
成
四
十
五
点菊
貫
三
十
六
点位
梅
」
５２
ウ

得
友
評
六
十
一
点珠
成

五
十
点亀
文

四
十
点菊
貫

立
志
評
七
十
三
点珠
成
四
十
二
点環
川
三
十
三
点亀
文

左
簾
評
六
十
三
点菊
貫
三
十
九
点珠
成
二
十
六
点立
葵

古
梁
評

五
十
点松
岡
二
十
八
点珠
成
二
十
四
点立
葵
」
５３
オ

器
�
評
五
十
八
点亀
文
五
十
三
点梅
足
四
十
五
点珠
成

紫
鳳
評
四
十
二
点立
葵
三
十
五
点松
岡
三
十
四
点菊
貫

冬
映
評
五
十
七
点亀
文
四
十
三
点素
外
三
十
六
点菊
貫

退
住
評
四
十
九
点菊
貫
四
十
八
点梅
足
三
十
六
点松
岡
」
５３
ウ

＊
本
稿
は
、
日
本
科
学
振
興
会
の
学
術
研
究
補
助
金
に
よ
る
〈
基
盤
研
究
Ｃ
〉「
真
田
文
書
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
及
び
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
点
取

俳
諧
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
研
究
番
号22520252

研
究
代
表
者
玉
城
司
）
に
基
づ
く
。
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